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日本産 Pleurotus 属の既知種の検索表 
１．菌糸型は monomitic、厚壁の菌糸が存在する場合でも子実体は革質にならない。 

２．子実体上および培養上に分生胞子を形成する。担子胞子の⾧径は 10-15 µm 
３．傘は淡褐色、白色。縁シスチジアは薄壁、無色。 

Pleurotus cystidiosus O.K. Miller subsp. cystidiosus オオヒラタケ 
３．傘は黒色、黒褐色。縁シスチジアは厚壁、褐色。 

Pleurotus cystidiosus O.K. Miller subsp. abalonus (Y.H. Han, K.M. Chen et S. Cheng) O. Hilber  
クロアワビタケ 

２．分生胞子を作らない。担子胞子の⾧径は 6-11 µm 
４．子実体は群生しても、通常基部は分離している。 

５．傘は初め黒・青紫色、のち灰褐色、灰白色。 
Pleurotus ostreatus (Jacq.: Fr.) P. Kumm. ヒラタケ 

５．傘は、初めから白色、淡褐色。肉は薄い。ヒダ実質の菌糸はしばしば厚壁化している。 
Pleurotus pulmonarius (Fr.) Quél. ウスヒラタケ 

４．子実体は群生し、柄の基部は融合し株状になり、枝分かれした柄の先端に傘が形成される。 
Pleurotus cornucopiae Paulet var. citorinopileatus (Fr.) Ohira タモギタケ 

１．菌糸型は dimitic。子実体は成熟すると革質になる。 
６．柄にツバがある。 Pleurotus dryinus (Pers.: Fr.) P. Kumm. ツバヒラタケ 
６．柄にツバがない。 

７．柄は短く、傘の側方につく、または欠く。ヒダはやや疎。 
８．広葉樹に発生。傘は径 2-14cm。淡紅色、褐色、白色。胞子は 6-9×3-4.5 µm 

Pleurotus djamor (Fr.) Boedijn トキイロヒラタケ 
８．ヘゴに発生。傘は径1-3 cm。白色。胞子は7-10×2-4 µm Pleurotus cyatheae Imai ヘゴシロカタハ 

７．柄が発達し、傘の中央につく。ヒダは密。Pleurotus tuberregium (Lév.) Singer シロコカワキタケ 
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